
親元で就農される方を応援！！

「親元就農促進支援交付金」を活用してみませんか？

【申請窓口、手続きに関するお問い合わせ先】

詳しくは市町村の担当窓口へお問い合わせください

元気なうちに子どもに栽培技術や経営ノウハウを習得させていつか
農業を継いでほしいなぁ。

令和８年９月 鳥取県農林水産部農業振興局経営支援課作成

いずれ実家の農業を継ごうと思っているけど、今まで農作業本格的
にしたことがないから、仕事を辞めても即戦力にはなれないな。

・認定農業者

・地域計画のうち目標地図に位置づけられた（る）者

・地域農業の担い手として支援することが適当であると市町村長が認める者

支援
対象者

１０万円/月（最長２年間）
支援
内容

・親元就農者の研修申請時の年齢が５５歳未満であること。

・親元就農してから１年以内に研修計画等の申請を行うこと。

・農業経営主のもとで過去に５年以上従事していないこと。

・研修開始後５年以内に認定農業者（共同申請可）又は認定新規就農者になること。

・農業経営主と親元就農者との間で、次に掲げる事項を規定した家族経営協定等

が締結されていること。

＜必要事項＞
経営継承の時期、経営継承に向けた研修の実施、専従者給与等による収益の配分、
後継者の役割

主な
要件

・事業要件を満たさなかった場合、交付金を返還する必要が生じます。

・１経営体あたり後継者１名のみが交付金の対象です。（２人目以降は対象外）

留意
事項

こんなことありませんか？

地域農業の担い手である農業経営主が、将来経営を移譲する予定
の親元就農者※に対し、栽培技術や経営ノウハウ等を習得させるため
の研修を実施する場合に、本交付金を交付します。

※ ３親等以内の親族


